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ADS7808/09から
ADS8508/09へのアップグレード

参 考 資 料

本書には、面実装SOIC（DW）パッケージのADS7808また
はADS7809を使用した現行版アプリケーション向けの情報
が記載されています。本書は、ADS7808およびADS7809シ

リーズのデバイスをADS8508およびADS8509にアップグ
レードする際に起こり得る互換性の問題を、ADS7808/09の
ユーザーが解決するための手引きとして作成されました。
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2.1 絶対最大定格電圧入力の変更点
最新版であるADS8508/ADS8509では、最大作動電圧が現

行版と異なります。これらの項目を表1に記載します。

2.2 入力インピーダンスと

キャパシタンスの変更点
最新版であるADS85xxでは、入力インピーダンスとキャ

パシタンスの特性が現行版と異なります。主な相違点を表2
に示します。

2.3 パフォーマンスの互換性
最新版であるADS8508とADS8509には、現行版である

ADS7808とADS7809のデータシートに記載されたBグレード
仕様値と同等の、またはそれよりも向上したパフォーマン
ス特性があります。向上した具体的な要素のうちどれが最
も興味深いかは、実際のアプリケーションの性質によって
異なってきます。例えばACアプリケーションの場合は、ス
プリアスフリー･ダイナミック･レンジ（SFDR）が最大16dB
（標準値）も向上していることに着目できます。
また、DCパフォーマンスが最も重要となるアプリケー

ションについては、積分非直線性（INL）と微分非直線性
（DNL）が50％近くも向上していることが注目されるでしょう。

1. パッケージとピン互換性
ADS8508/ADS8509は、面実装SO - 20（DWパッケージ）の

ADS7808/ADS7809と完全なピン互換性を持つように設計さ
れています。アップデート版（前者）のチップの特徴は、現
行版（後者）と比べてスループットが増大し（最高250Ksps）、
消費電力が減少し、AC/DCパフォーマンスが向上している
ということです。
下の表に記載のハイパーリンクで、ADS78xxとADS85xx

両方の関連データシートにアクセスできます。

2. 電気的特性の互換性
次のセクションでは、電気的互換性に関して起こり得る

問題について説明します。

（現行版）ADS78xx ファミリー 

ADS7808 – SBAS018

ADS7809 – SBAS017

（最新版) ADS85xx ファミリー 

ADS8508 – SLAS433

ADS8509 – SLAS324

78シリーズでの値 85シリーズでの値 
パラメータ 単位 

MIN TYP MAX MIN TYP MAX

ADSxx08

インピーダンス ±10 V 範囲 22.9 11.5 kΩ

±5 V 範囲 13.3 6.7 kΩ

±3.3 V 範囲 10.7 5.4 kΩ

0 V to 10 V 範囲 13.3 6.7 kΩ

0 V to 5 V 範囲 10.0 5.0 kΩ

0 V to 4 V 範囲 10.7 5.4 kΩ

キャパシタンス 35 45 pF

ADSxx09

インピーダンス ±10 V 範囲 22.9 11.5 kΩ

±5 V 範囲 13.3 6.7 kΩ

±3.3 V 範囲 10.7 5.4 kΩ

0 V to 10 V 範囲 13.3 6.7 kΩ

0 V to 5 V 範囲 10.0 5.0 kΩ

0 V to 4 V 範囲 10.7 5.4 kΩ

キャパシタンス 35 45 pF

条件 

表 2. ADS85xxの入力インピーダンスとキャパシタンス 

ADS78xxの最大定格電圧仕様 

VANA 7 V

VDIG 7 V

ADS85xxの最大定格電圧仕様 

VANA 6 V

VDIG 6 V

表 1. ADS8508とADS8509の最大作動電圧 
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3. 機能の変更点とタイミングの

変更点
以下のセクションでは、ADS7808/09とADS8508/09の機

能の変更点と、タイミングの変更点について論じます。

3.1 機能の互換性
ADS8508とADS8509の基本的な機能はADS7808や

ADS7809とほとんど同じです。

3.2 タイミングの互換性
ADS8508とADS8509の基本的な機能はADS7808や

ADS7809とほとんど同じです。

3.3 タイミングの互換性
表3の太字の項目は、ADS7808とADS8508関連のタイミン

グ･パラメータのうち、アップグレードの影響を受けるもの
です。

記号 ADS7808での値 ADS8508での値 
説明 単位 ADS7808 / MIN TYP MAX MIN TYP MAXADS8508

t1 / tw1 変換パルス幅 40 4500 40 ns

t2 / td1 BUSY信号遅延 65 6 20 ns

t3 / tw2 BUSY信号LOW 8 2.2 µs

t4 / td2 変換終了後のBUSY信号遅延 220 5 ns

t5 / td3 アパーチャ遅延 40 5 ns

t6 / tconv 変換時間 5.7 8 2.2 µs

t7 / tacq アクイジション時間 2 1.8 µs

t6 +t7 / tconv スループット時間 9 10 4 µs+ tacq

t8 / td4 R/C信号LOWからDATACLK信号までの遅延 450 270 ns

t9 / tc1 DATACLK信号期間 440 110 ns

t10 / td5 データ有効からDATACLK信号HIGHまでの遅延 20 75 15 35 ns

t11 / td6 DATACLK信号LOWからデータ有効までの遅延 100 125 20 35 ns

t12 / tc2 外部DATACLK信号期間 100 35 ns

t13 / tw3 外部DATACLK信号HIGH 20 15 ns

t14 / tw4 外部DATACLK信号LOW 30 15 ns

t12 +t15 / tsu1 DATACLK信号HIGHのセットアップ時間 20 15 tc2 + 5 ns5

t16 / tsu2 R/C信号からC/S信号へのセットアップ時間 10 10 ns

t17 / td7 DATACLK信号HIGHからSYNC信号までの遅延 15 35 3 35 ns

t18 / td8 データ有効遅延 25 55 2 20 ns

t19 / td9 CS信号からクロック立ち上がりエッジまでの遅延 25 10 ns

t20 / td10 CS信号LOW後のデータ取得可能 4.5 2 µs

表 3. ADS7808とADS8508のタイミング･パラメータ 
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t8 / td4 R/C信号LOWからDATACLK信号までの遅延 450 270 ns

t9 / tc1 DATACLK信号期間 440 110 ns

t10 / td5 データ有効からDATACLK信号HIGHまでの遅延 20 75 15 35 ns

t11 / td6 DATACLK信号LOWデータ有効までの遅延 100 125 20 35 ns

t12 / tc2 外部DATACLK信号期間 100 35 ns

t13 / tw3 外部DATACLK信号HIGH 20 15 ns

t14 / tw4 外部DATACLK信号LOW 30 15 ns

t12 +t15 / tsu1 DATACLK信号HIGHのセットアップ時間 20 15 ns5

t16 / tsu2 R/C信号からC/S信号へのセットアップ時間 10 10 ns

t17 / td7 DATACLK信号HIGHからSYNC信号までの遅延 15 35 3 35 ns

t18 / td8 データ有効遅延 25 55 2 20 ns

t19 / td9 CS信号からクロック立ち上がりエッジまでの遅延 25 10 ns

t20 / td10 CS信号LOW後のデータ取得可能 4.5 2 µs

表 4. ADS7809とADS8509のタイミング･パラメータ 

記号 ADS7808での値 ADS8508での値 
説明 単位 ADS7809 / MIN TYP MAX MIN TYP MAXADS8509

t1 / tw1 変換パルス幅 40 4500 40 ns

t2 / td1 BUSY信号遅延 65 6 20 ns

t3 / tw2 BUSY信号LOW 8 2.2 µs

t4 / td2 変換終了後のBUSY信号遅延 220 5 ns

t5 / td3 アパーチャ遅延 40 5 ns

t6 / tconv 変換時間 5.7 8 2.2 µs

t7 / tacq アクイジション時間 2 1.8 µs

t6 +t7 / tconv スループット時間 9 10 4 µs+ tacq

3.4 ADS7808/09とADS8508/09の

タイミング特性の比較
表4の太字の項目は、ADS7809とADS8509関連のタイミン

グ･パラメータのうち、アップグレードの影響を受けるもの
です。

4. アプリケーションで起こり得る

問題
4.1 内部シリアル･クロックを使用する

場合
内部SCLK関数を使用する場合は、増大したシリアル・ク

ロック速度をホスト･プロセッサが確実に処理できるように
する必要があります。ADS85xxでは、約9MHzのシリアル･
クロックを出力します。ADS78xxでは、約2MHzのシリア
ル･クロックを提供します。変換クロック速度が増大したと
いうことは、BUSY信号がアクティブHighの状態に戻るま
での時間が大幅に短くなるということでもあります。
ADS78xxでは8µsかかりますが、ADS85xxでは2.2µsにまで
短縮されます。BUSY信号出力を使用して割り込みサービ
ス･ルーチンの信号処理を行うプロセッサでは、システムに
遅延を加えて速度の増大に対応する必要があるかもしれま
せん。

4.2 外部シリアル･クロックを使用する

場合
ADS7808/09のシリアル・インターフェイス部を外部

DATAクロックで使用する場合には、R/C信号入力のアプリ
ケーションに合わせてソフトウェアを修正する必要がある
かもしれません。外部DATAクロックを使用する場合は、
データの読み取りを試みないうちにR/C信号が確実にリ
リースされるようにする必要があります。SPI割り込み/転
送ルーチンの起動にBUSY信号を使用する場合は、ADS85xx
よりも高いデータ転送速度をホスト･プロセッサで処理でき
るようにしておく必要があります。
セクション3のタイミング表に示すように、ADS85xxでは

BUSY信号が4倍近い速度で再度Highになります。R/C信号
入力が2.2µsより長いと、BUSY信号はR/C信号入力がリ
リースされないうちにアクティブHighになる可能性があり
ます。R/C信号がLowの間は出力データがHigh-Z状態のため、
R/C信号がLowの間にシリアル・クロックが開始されると、
出力データが失われたり、正しく受信されなかったりする
可能性があります。




